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森 千里 (千葉大 ･環境生命医)
植物エストロゲンやノニルフェノールはこれまでの
当方の研究によりヒト母体に多量暴露時のものが胎児に
移行していることが判明している｡そこでヒトに近い霊
長類でこの仮説の実証をおこなうため,引き続きニホン
ザルの母子血液,自然分娩時のサイ帯および飼料を採取
して植物エストロゲンを測定した｡その結果サルにおい
て植物エストロゲンは胎児-の移行がみられた｡植物エ
ストロゲン量はサイ帯中に高く母子間移行時の貯留機構
が考えられた｡
計画 2-6 生体内代謝を経て発現する環境化学物質の
内分泌撹乱作用
′川島伸夫 (名城大 ･薬学)
植物エストロゲン及びフタル酸エステル類 (PEs)の
代謝を,サル及びフェノバルビタール投与ラット肝臓よ
り調製したミクロソームを用いて調べた｡1)植物エスト
ロゲン:ゲニステイン及びナリングニン,アピゲニンは
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